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もしもこんなことになったら
～倉吉市総合防災訓練実施（９月２７日（土））～

今月の特集：大地震発生！その時あなたは、地域は…
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防
災
訓
練
は
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
の
た
め
の
も
の
。

　
い
ざ
と
い
う
時
に
、
市
・
防
災
関
係
機
関
・
住
民
が
迅
速
で
適
切
な

行
動
を
と
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
住
民
が
普
段
か
ら
地
域
で
の
協
力
体
制

を
つ
く
り
、
災
害
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

市
内
の
震
度「
６
弱
」、

火
災
発
生
な
ど
を
想
定

　
市
民
の
防
災
意
識
の
普
及
と
、
災
害

対
応
を
理
解
し
、
体
験
に
よ
っ
て
身
に

つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
て
、
倉

吉
市
で
は
、
市
と
防
災
関
係
機
関
、
住

民
が
参
加
す
る
合
同
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

【
と

　
き
】 ９
月
27
日（
土
）

【
と
こ
ろ
】 上
北
条
地
区

【
避
難
し
た
人
】上
北
条
地
区
住
民（
小

田
東
、
中
江
西
、
新
田
、
井
手
畑
）

訓
練
の
想
定
は

　
午
前
８
時
30
分
、倉
吉
市
で
震
度「
６

弱
」の
地
震
が
発
生
、
ま
た
、
上
北
条

地
区
で
地
震
に
よ
る
停
電
、
断
水
、
建

物
倒
壊
、
火
災
な
ど
が
発
生
し
た
。

大
地
震
発
生
！ 

そ
の
時
あ
な
た
は
、地
域
は
・
・
・

　
―
９
月
27
日（
土
） 

倉
吉
市
総
合
防
災
訓
練
実
施
　
　
　
　
　
　
　

問
防
災
安
全
課（
あ
22
ー
８
１
６
２
／
い
22
ー
１
０
８
７
）

地震発生

市災害対策本部設置

集合場所、避難場所、安全な経路を把握
する
けが人・病人の応急手当や安全な場所へ
の搬送
スムーズな給食・給水活動と、非常用食
料の調理法などの習得
家や身近にあるもの、防災資機材を活用
し、救出・救護訓練につなげる
地域の人たちと協力し、個々の役割を把
握する

防災安全課
キッちゃん
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避難完了

鎮火

続々と運び込まれる防災資機材

避難所開設前に建物の安全確認を行います

要援護者はリヤカーなどを利用して移動

バイク隊がパトロール中に次の火災を発見 現地活動調整本部からの活動指示で出動

取水場所を確保し、全力で消火活動に当た

ります

仮設トイレ設置

　
地
震
発
生
後
、
上

北
条
地
区
で
火
災
が
発

生
し
、
消
防
署
と
消
防

団
と
が
出
動
。
ま
た
、
バ

イ
ク
隊
が
パ
ト
ロ
ー
ル
中

に
別
の
火
災
を
発
見
。

　
現
地
活
動
調
整
本
部
を
中

心
に
、
迅
速
か
つ
的
確
な
情
報

伝
達
・
活
動
指
示
に
よ
る
消
火

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
上
北
条
小
学
校
を
避
難
所
に
、
住

民
の
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
避
難
所
開
設
前
に
は
建
物
の

壁
・
屋
根
な
ど
の
安
全
確
認
や
、

物
資
・
資
機
材
の
搬
入
が
行

わ
れ
、
そ
の
後
、
避
難
所
に

集
ま
っ
た
住
民
は
自
治
公

民
館
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
を

つ
く
り
、
避
難
所
運
営

訓
練
を
行
い
ま
す
。

火災発生

避難開始
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避難所運営避難者を確認するため名簿を作成

毛布は寒さ対策だけでなく、

担架にも使えます

段ボールで仕切りを作れば、プライベート空

間も確保できます

緊急用組立て式簡易トイレも完成

非常時の備えは 
最低でも３日分を
　いざという時に備え、平

常時に避難の準備をしてお

きましょう。

非常持出品 
チェックリスト

食料

□ 缶詰などの保存食

□ 飲料水 ※ペットボトルが便

利です

燃料

□ライターまたはマッチ

生活用品

□衣類、タオル

□ビニール袋

□トイレットペーパー

□ティッシュペーパー

貴重品

□現金

□ 運転免許証など身分証明書

□預金通帳、印鑑

□健康保険証

常備薬 ※特に持病のある人は、

常備薬を必ず持ちましょう

□鎮痛剤

□胃腸薬

□包帯、ばんそうこう

その他

□懐中電灯、電池

□携帯ラジオ

□携帯電話・充電器

□ 防災ずきんやヘルメット

□軍手、靴

い
ざ
と
い
う
時
の
備
え
に

　
訓
練
へ
の
参
加
を
自
治
公
民
館
の
役
員
会

で
決
め
、
住
民
に
呼
び
か
け
ま
し
た
が「
自

主
性
を
求
め
ら
れ
る
訓
練
」
に
正
直
不
安
が

あ
り
ま
し
た
。

　
中
江
西
は
用
水
も
近
く
、
大
き
な
道
路
に

面
し
て
お
り
、
消
防
活
動
や
避
難
に
必
要
な

も
の
が
備
わ
っ
て
い
る
安
心
感
か
ら
か
、
あ

ま
り
防
災
意
識
が
高
く
な
か
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
も
当
日
は
20
数
名
が
集
ま
り
、
訓

練
を
無
事
に
終
え
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
住

民
の
皆
さ
ん
に
も
達
成
感
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
毛
布
を
担
架
代
わ
り
に
利
用
す
る
な
ど
、

身
近
な
も
の
も
役
立
つ
こ
と
を
知
る
一
方

で
、
非
常
食
な
ど
の
備
え
の
必
要
性
も
感
じ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
緊
急
時
に
ス
ム
ー
ズ
に
動
け
る
体

制
づ
く
り
や
、
リ
ー
ダ
ー
な
ど
の
役
割
分
担

を
地
区
全
体
で
決
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
こ

と
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
訓
練
へ
の
参
加
で
、
い
ざ
と
い
う
時
に
少

し
で
も
落
ち
着
い
て
対
応
で
き
る
よ
う
な
心

構
え
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
避
難
所
は
、
自
宅
で
生
活
が
で
き

な
く
な
っ
た
と
き
の
生
活
ス
ペ
ー
ス

と
な
り
ま
す
。
避
難
所
生
活
は
快
適

な
状
況
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
そ
の
生

活
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
実
際

に
体
験
し
ま
し
た
。

　
避
難
所
運
営
に
あ
た
り「
食
料
・

飲
料
水
の
配
給
」「
簡
易
ト
イ
レ
に
よ

る
衛
生
対
策
」「
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス

の
有
効
利
用
」を
行
い
ま
し
た
。

今回の防災訓練に参加し

た中江西自治公民館

石田澄博 館長



（5）平成 26.11

実
践
す
る
こ
と
の
大
切
さ

　
今
回
は
、
広
域
連
合
と
中
部
１
市
４
町
が

結
ん
で
い
る
鳥
取
県
中
部
広
域
消
防
協
定

や
、
各
市
町
の
地
域
防
災
計
画
な
ど
の
取
り

決
め
が
う
ま
く
機
能
す
る
か
ど
う
か
の
検
証

を
含
め
、
中
部
地
域
の
関
係
機
関
が
合
同
で

行
う
初
の
総
合
的
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　
中
部
消
防
局
管
内
で
の
最
大
限
の
出
動
範

囲
で
訓
練
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
平
常

時
か
ら「
顔
が
見
え
る
」体
制
づ
く
り
や
地
域

に
密
着
し
た
環
境
づ
く
り
の
必
要
性
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
訓
練
は
も

と
よ
り
、
各
地
区
で
の
事
前
説
明
会
を
通
じ

て
、
災
害
時
の
心
構
え
や
自
主
防
災
組
織
の

あ
り
方
な
ど
を
考
え
て
い
た
だ
け
る
よ
い
機

会
に
な
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
阪
神
大
震
災
か
ら
20
年
に
な
り
ま
す
。
こ

の
20
年
の
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災
害
が
発

生
し
、
各
地
で
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て

き
ま
し
た
。
大
き
な
災
害
時
は
、
個
人
で
は

ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

日
頃
か
ら
地
域
の
中
で
防
災
に
つ
い
て
話
し

合
い
を
行
う
こ
と
、
話
し
合
っ
た
こ
と
を
実

際
に
行
動
し
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

訓練終了
アルファ化米は水を入れて４５分で炊き上がり。お母さ

んたちお手製の豚汁と一緒にいただきます

重さのある水も、非常用飲料水袋に入れれ

ば背負えるので子どもでも運べます。なん

と６リットルも入ります

自
分
の
命
は
自
分
で
守
り
、
自
分

た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る

　
今
回
想
定
し
た
地
震
の
よ
う
な
大
規
模
災

害
が
起
こ
っ
た
と
き
、
市
や
消
防
署
、
警
察

な
ど
の
防
災
関
係
機
関
は
全
力
で
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た「
公
助（
市
や
消
防

な
ど
の
応
急
・
復
旧
対
策
活
動
）」が
間
に
合

う
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。
自
然
災
害
の
中

で
も
大
規
模
地
震
で
は
、
道
路
・
水
道
な
ど

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
破
損
や
遮
断
、
同
時
多

発
す
る
火
災
な
ど
、
様
々
な
要
因
に
よ
り
迅

速
な
救
出
救
助
・
復
旧
対
策
活
動
が
行
え
な

い
場
合
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
と
き
の
た
め
に
、「
自
助（
自
分
の

身
は
自
分
で
守
る
）」や「
共
助（
力
を
合
わ
せ

て
助
け
合
い
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
守
る
）」

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
自
分
で
で
き
る
こ
と
と
し
て
、
避
難
場
所

の
確
認
や
、
非
常
持
出
品
・
食
料
・
飲
料
水

な
ど
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
災
害
発
生
直
後
に
一
番
頼
り
に
な

る
の
は
地
域
の
力
で
す
。
防
災
訓
練
や
行
事

を
通
し
て
日
頃
か
ら
地
域
の
協
力
体
制
を
築

い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

鳥取中部ふるさと広域連

合消防局 警防課

小椋由己 消防司令

倉吉市防災安全課

吉川仁彦 課長補佐



《軽自動車税の税率（年額）が変更になります》
 税制改正にともない、軽自動車税の税率変更と軽４輪車などの経年重課税率が導入されます。
問税務課（あ２２―８１１４／い２２－２９５４）

皆さんの生活に直結する制度やイベントを

紹介するコーナーです。

くらよし市政情報

　
平
成
27
年
度
か
ら
の
税
率

は
、
次
の「
新
税
率
」
の
と
お
り

に
な
り
ま
す
。

　
す
べ
て
の
車
種
が
新
税
率
に

変
更
と
な
り
、
税
率
の
最
低
金

額
は
２
，０
０
０
円
で
す
。

車種区分
税　率

現 行 新税率

原動機付

自転車

１種 50㏄以下 １，０００円 ２，０００円

２種乙 50cc超90㏄以下 １，２００円 ２，０００円

２種甲 90cc超125cc以下 １，６００円 ２，４００円

ミニカー ２，５００円 ３，７００円

小型特殊
農耕用 １，６００円 ２，４００円

その他 ４，７００円 ５，９００円

小型２輪 250㏄超 ４，０００円 ６，０００円

雪上走行車 ２，４００円 ３，６００円

軽２輪 125cc超250㏄以下 ２，４００円 ３，６００円

①
税
率
の
変
更

　
自
動
車
検
査
証
（
車
検
証
）
の

初
度
検
査
年
月
（
最
初
の
新
規

検
査
年
月
）
に
よ
っ
て
、
適
用

さ
れ
る
税
率
が
変
わ
り
ま
す
。

　
初
度
検
査
年
月
が
平
成
27
年

度
以
降
の
車
両
が
新
税
率
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
そ
れ
以
前
の
車
両
は
旧
税
率
の
ま

ま
で
す
。

②
経
年
重
課
税
率
の
導
入

　
①
に
関
わ
ら
ず
、
軽
自
動
車
税
の
賦
課

期
日（
毎
年
４
月
１
日
）現
在
で
、
車
検
証

の
初
度
検
査
年
月
が
、
13
年
経
過
し
た
車

両
は
、グ
リ
ー
ン
化
を
進
め
る
観
点
か
ら
、

平
成
28
年
度
か
ら
重
課
税
率
に
な
り
ま
す
。

例
１ 

平
成
28
年
度
に
経
年
重
課
税
率
▼
初
度
検

査
年
月
が
、
平
成
14
年
以
前
の
車
両
が
対
象

例
２ 

平
成
29
年
度
に
経
年
重
課
税
率
▼
初
度
検

査
年
月
が
、
平
成
16
年
３
月
以
前
の
車
両
が

対
象

※ 

燃
料
が
電
気
、
天
然
ガ
ス
、
メ
タ
ノ
ー
ル
、

混
合
メ
タ
ノ
ー
ル
、
ガ
ソ
リ
ン
電
力
併
用
の

軽
自
動
車
、
被
け
ん
引
車
は
重
課
対
象
外

③
新
税
率
の
適
用
年
度

　
表
の「
Ｂ
新
税
率
」は
、
登
録
に
よ
る
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
を
受
け
た
日

（
交
付
年
月
日
）と
賦
課
期
日
の
関
係
上
、

適
用
年
度
が
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

交
付
年
月
日

新
税
率
適
用
年
度

平
成
27
年
４
月
１
日

平
成
27
年
度
か
ら

平
成
27
年
４
月
２
日
以
降

平
成
28
年
度
以
降

　「
Ｃ
経
年
重
課
税
率
」は
、
初
度
検
査
年

月
が
13
年
経
過
し
た
車
両
に
つ
い
て
、
平

成
28
年
度
よ
り
適
用
さ
れ
ま
す
。

原動機付自転車、２輪車など

軽４輪車など

（３輪以上の軽自動車）

初度検査年月などは、車検証でわかります！

▲ お持ちの車検証の上記の項目に記載がありますので、ご確認

ください。

車種区分

税　率

Ａ 初度検査

年月が平成

26年度以前

（旧税率のまま）

Ｂ 初度検査

年月が平成

27年度以降

（新税率）

Ｃ 初度検査

年月が13年

経過（経年重

課税率）※

軽３輪 ３，１００円 ３，９００円 ４，６００円

軽４輪

以上

貨物
自家用 ４，０００円 ５，０００円 ６，０００円

営業用 ３，０００円 ３，８００円 ４，５００円

乗用
自家用 ７，２００円 １０，８００円 １２，９００円

営業用 ５，５００円 ６，９００円 ８，２００円

税負担の変化（自家用・乗用の場合）

７，２００円／年

１０，８００円

１２，９００円

２６年度 ２７ ２８ ２９ ４１年度

７，２００円／年

１２，９００円初度検査が平成２６年度以前の車を所有

初度検査が平成２７年度以降の車を所有

初度検査年月から１３

年を経過した翌年度

買い替え
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《平成２７年度保育所の入所受付を始めます》
  平成２７年４月１日からの保育所への支給認定申請・入所申込を１１月１０日（月）から開始します。
問子ども家庭課（あ２２―８１００／い２２―７０２０）

　
平
成
27
年
４
月
か
ら
「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
新
制
度
」が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　
新
制
度
で
は
、
保
育
所
の
利
用
に
際
し

て
、
市
に
よ
る「
支
給
認
定
」が
必
要
に
な

り
ま
す
。

【
対
象
児
童
の
年
齢
】　
生
後
57
日
目
〜
就

学
前

【
受
付
場
所
】　
子
ど
も
家
庭
課
ま
た
は
入

所
を
希
望
す
る
保
育
所

※ 

市
外
保
育
所
へ
の
入
所
を
希
望
さ
れ
る
人
は

子
ど
も
家
庭
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

【
入
所
申
込
資
格
】　
次
の
よ
う
な
理
由

で
、
保
護
者
が
お
子
さ
ん
を
保
育
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
家
庭
。

① 

昼
間
、
家
庭
の
内
外
で
児
童
と
離
れ
て

家
事
以
外
の
労
働
を
し
て
い
る

② 

出
産
の
前
後
で
あ
る
。（
出
産
前
後
各

２
ヶ
月
に
限
る
）

③ 

病
気
や
ケ
ガ
、
障
が
い
が
あ
る
。
ま
た

は
常
時
同
居
の
人
の
看
護
・
介
護
に
あ

た
っ
て
い
る
。

【
給
食
】　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
献
立

を
各
保
育
所
で
用
意
。

　
３
歳
未
満
児
は
、
主
食
・
副
食
・
お
や

つ
２
回
、
３
歳
以
上
児
は
副
食
・
お
や
つ

１
回
で
主
食
は
持
参
。

【
保
育
料
】　
保
護
者
の
市
民
税
の
課
税
額

と
子
ど
も
の
年
齢
（
３
歳
以
上
、
３
歳
未
満

の
２
区
分
）
お
よ
び
保
育
の
必
要
な
時
間

（
保
育
標
準
時
間
〈
11
時
間
〉、
保
育
短
時
間

〈
８
時
間
〉の
２
区
分
）に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

※
保
育
料
の
基
準
額
は
、現
在
市
で
検
討
中
で
す
。

《実施事業》※延長保育と障がい児保育は全園で実施しています。
※一時預かり：保育所に入所していない就学前の児童を緊急・一時的に保育します。
※オープンデー：保育所に入所していない就学前の児童とその保護者に保育所を開放します。
※ ○は市で実施、または市からの委託事業、□は園の自主事業です（自主事業の詳細は、各園にお問い合わせください）。

【倉吉市内認可保育所一覧】

地区名 保育所名 公・私立 定員 所在地 開所時間
（延長時間含む）

特別保育
電話番号

一時 休日 オープンデー

上北条 上北条保育園 私立 90 新田360―2 7：00～19：00 □ 水曜 26―0066

上　 井

上井保育園 公立 60 福庭町2丁目152 7：20～19：20 木曜 26―0868
あゆみ保育園 私立 70 海田西町2丁目251 7：00～19：00 □ 木曜 26―0638
ひかり保育園 私立 40 上井町1丁目104 7：15～19：15 ２・４木曜 26―1389

西　 郷

ババール園 私立 90 山根425―3 7：00～20：00 ○ ○ 月～金曜 26―0211
倉吉東保育園 私立 120 上井781―1 7：15～19：15 □ 月２回 26―3436
西郷保育園 公立 80 下余戸129―1 7：20～19：20 木曜 26―2646

上　 灘
どんぐり保育園 私立 120 上灘町41―1 7：00～19：00 □ 水曜 22―0252
うつぶき保育園 私立 70 東昭和町177―1 7：00～20：00 水曜 22―2933

成　 徳
倉吉愛児園 私立 90 東町342 7：00～19：00 □ □ 月２回 22―3072
めぐみ保育園 私立 50 仲ノ町742―2 7：00～19：00 ○ □ 火曜 22―3488

明　 倫
倉吉西保育園 公立 60 余戸谷町2970―1 7：20～19：20 木曜 22―2687
ひまわり保育園 私立 60 みどり町3180 7：10～19：10 □ 木曜 23―0999

灘　 手 灘手保育園 公立 45 尾原500―15 7：20～19：20 木曜 22―5405

社

向山保育園 私立 60 和田東町917 7：00～19：00 木曜 23―0836
みのり保育園 私立 90 西福守町595 7：00～19：00 □ 月１回火曜 28―0018
社保育園 公立 60 国分寺342―11 7：20～19：20 水曜 28―1755

北　 谷 北谷保育園 公立 45 沢谷289―1 7：20～19：20 木曜 28―1416
高　 城 高城保育園 公立 90 上福田1104 7：20～19：20 ○ 木曜 28―2202

小　 鴨
西倉吉保育園 私立 80 西倉吉町2―23 7：00～19：00 □ １・３火曜 28―2228
小鴨保育園 公立 90 中河原551―1 7：20～19：20 ○ 月～金曜 28―2836

上小鴨 上小鴨保育園 公立 60 鴨河内1731―1 7：20～19：20 木曜 28―0306
関　 金 関金保育園 公立 90 関金町関金宿2830―2 7：20～19：20 ○ 月～金曜 45―2853

 名　　称 定員  所在地  電話･ＦＡＸ
対象児童
の年齢

 開所時間 オープンデー

認定こども園 倉吉幼稚園・保育園 170 仲ノ町742－1 あ22―4680
い22―4677  ０～５歳児 7：30～18：30 金曜

認定こども園
 鳥取短期大学附属幼稚園・
保育園

210 福庭854 あ26―9101
い26―9102  ０～５歳児 7：30～19：00 水曜

認定こども園 聖テレジア幼稚園 ・保育園 114 福吉町1376－6 あ22―4659
い22―4669  ０～５歳児 7：30～19：00 月３回

《平成２７年度認定こども園への入園申込み》
  申し込み・保育料など詳しくは、各認定こども園にお問い合わせください。※保育料の基準額は、現在市で検討中です。

【受付場所・手続き】各園の入園申込書に必要書類を添えて、各園に直接お申し込みください。

※認定こども園に入園していない就学前の児童を緊急・一時的に保育する「一時預かり」を各園で実施しています。
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《準工業地域における大規模集客施設の立地制限について》
 中心市街地活性化基本計画の策定に向けて、国の認定を受けるための規制について意見を募集します。

問景観まちづくり課（あ２２―８１７５／い２２－８１４０）

《市立小・中学校の適正配置について》
 よりよい学校づくりのため、倉吉市民シンポジウムへの参加をお願いします。

問学校教育課（あ２２―８１６６／い２２－１６３８）

中
心
市
街
地
活
性
化
の
取
り
組
み

　
倉
吉
市
で
は
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
を
め
ざ
し
、「
倉
吉
市
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
」
の
策
定
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
は
、

国
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

計
画
に
掲
載
さ
れ
た
事
業
に
対
し
て
、

国
か
ら
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

準
工
業
地
域
に
お
け
る
大
規
模
集

客
施
設
の
立
地
制
限

　
こ
の
認
定
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て

は
、「
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
す

る
法
律
」
と
と
も
に
改
正
さ
れ
た
都
市

計
画
法
に
基
づ
き
、
準
工
業
地
域
に
お

け
る
大
規
模
集
客
施
設
の
立
地
を
制
限

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
市
内
す
べ
て
の
準
工
業

地
域
を
、
大
規
模
集
客
施
設
の
立
地
を

制
限
す
る「
特
別
用
途
地
区
」と
し
て
定

め
ま
す
。

　
こ
の「
特
別
用
途
地
区
」を
定
め
る
と

と
も
に
、
今
後
、
制
定
を
予
定
し
て
い

る
建
築
制
限
条
例
を
定
め
る
こ
と
に
よ

り
、
準
工
業
地
域
内
で
は
、
新
た
に
床

面
積
１
０
，
０
０
０
㎡
以
上
の
大
規
模

集
客
施
設
を
建
築
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
規
制
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

景
観
ま
ち
づ
く
り
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

【
提
出
方
法
】

　
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電

子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

【
案
の
閲
覧
・
入
手
先
】

　
景
観
ま
ち
づ
く
り
課
、
市
民
課
、
関

金
支
所
支
所
管
理
課
、
各
地
区
公
民

館
、
市
立
図
書
館
、
エ
キ
パ
ル
倉
吉
行

政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、
倉
吉
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

【
募
集
期
間
】

　
11
月
28
日（
金
）（
必
着
）

【
ご
意
見
の
取
扱
い
】

　
電
話
、
来
庁
な
ど
に
よ
る
口
頭
で
の

ご
意
見
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

　
ご
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
行

い
ま
せ
ん
。

　
ご
意
見
は
、
個
人
情
報
を
除
き
、
公

開
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
ま
す
。

【
提
出
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

問
〒
６
８
２

－

８
６
１
１

　
倉
吉
市
葵
町
７
２
２

　
景
観
ま
ち
づ
く
り
課

（
あ
22

－

８
１
７
５
／
い
22

－

８
１
４
０
／

　k
e
ik
a
n
@
city
.k
u
ra
y
o
sh
i.lg
.jp

）

　「
倉
吉
市
の
１
０
０
年
の
大
計
」で
あ

る「
倉
吉
市
立
小
・
中
学
校
適
正
配
置
」

に
つ
い
て
、
統
合
先
進
町
教
育
関
係
者

の
講
演
を
聞
き
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
、
地
域

代
表
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

倉
吉
市
の
学
校
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を

議
論
し
、
適
正
配
置
な
ど
に
つ
い
て
市

民
が
理
解
を
深
め
て
い
く
た
め
に
、
倉

吉
市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　
よ
り
よ
い
教
育
環
境
を
整
備
し
、
魅

力
と
活
力
の
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
た
め
、
た
く
さ
ん
の
市
民
の
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

倉
吉
市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

【
と
き
】１１
月
２２
日（
土
）午
後
７
時
〜

【
と
こ
ろ
】倉
吉
未
来
中
心
小
ホ
ー
ル

【
対
象
】 倉
吉
市
民（
保
護
者
、
地
域

住
民
、
教
職
員
な
ど
）

【
日
程
】

（
１
）開
会
挨
拶

（
２
）説
明

「
学
校
適
正
配
置
の
現
状
」

（
３
）講
演

「
琴
浦
町
の
学
校
統
合
」（
仮
）

【
講
師
】永
田
武
前
琴
浦
町
教
育
長

（
４
）シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
倉
吉
市
立
小
・
中
学
校
の
適
正

配
置
等
に
つ
い
て
」

【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】

伊
藤
哲
雄
前
倉
吉
市
教
育
委
員
長

■大規模集客施設の立地制限の概要
　特別用途地区として指定される地域（案）は、次の

とおりです。

清谷・福庭周辺（倉吉警察署、倉吉北高など）、上井

周辺（倉吉駅など）、八屋周辺（消防署）、東巌城町・

見日町周辺（中部総合事務所など）、越殿町・広瀬町

周辺（ＪＡ鳥取中央など）、西倉吉町周辺（西倉吉郵便

局など）、生田の一部（西倉吉消防署周辺）

※ 立地制限の対象となる大規模集客施設とは、飲食店や

劇場、映画館、ショッピングモールなどの施設のうち、

駐車場を除く床面積が１０，０００㎡以上のものです。

※ １０，０００㎡は、倉吉未来中心（二十世紀梨記念館、

大ホール、よりん彩などが入っている建物）と同じくら

いの広さです。

※ 市内の準工業地域（約１０７ha）に、１０，０００㎡を超

える既存の建築物はありません。
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《平成２６年度倉吉市表彰式》
 市政振興や福祉へ貢献した人や団体を表彰しました。
問総務課（あ２２―８１１２／い２２－１０８７）

　
10
月
４
日（
土
）に
倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ
で

行
わ
れ
た
平
成
26
年
度
倉
吉
市
表
彰
式
に

お
い
て
、
市
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、
市
政

の
振
興
、
市
民
福
祉
の
増
進
な
ど
に
貢
献

し
た
34
人
と
７
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

功
労
表
彰

■
市
議
会
議
員
で
あ
っ
て
、
通
算
20
年
以

上
在
職
し
、
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に

貢
献

・
由
田

隆（
上
米
積
）

■
市
の
産
業
、
文
化
な
ど
に
関
し
、
そ
の

振
興
、市
民
福
祉
の
増
進
な
ど
の
た
め
、

特
に
功
労
が
顕
著

【
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
地
域
農
業
の

振
興
に
貢
献
】

・
岸
本

岩
男（
国
分
寺
）

【
保
護
司
と
し
て
社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
】

・
中
井

明
子（
中
河
原
）

■
市
の
公
益
、
市
民
福
祉
の
増
進
の
た

め
、
２
０
０
万
円
（
団
体
の
場
合
は

５
０
０
万
円
）以
上
の
金
品
を
寄
付

【
消
防
費
寄
附
金
】

・
若
本

祐ひ
ろ
あ
き昭（

広
島
県
呉
市
）

善
行
表
彰

■
市
議
会
議
員
で
あ
っ
て
、
通
算
１０
年
以

上
在
職
し
、
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に

貢
献

・
朝
日

等と
う
じ治（

関
金
町
関
金
宿
）

■
市
の
産
業
、
文
化
な
ど
に
関
し
、
そ
の

振
興
、市
民
福
祉
の
増
進
な
ど
の
た
め
、

特
に
業
績
が
多
大

【
保
護
司
と
し
て
社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
】

・
井
上

有ゆ
う
い
ち一（

福
庭
）

【
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
地
域
農
業
の

振
興
に
貢
献
】

・
浅
井

稔と
し
ひ
ろ洋（

和
田
）

・
鐵
本

達
夫（
関
金
町
山
口
）

【
自
治
公
民
館
長
と
し
て
地
方
自
治
の
振

興
発
展
に
貢
献
】

・
山
﨑

政
彦（
鍛
冶
町
二
丁
目
）

【
民
生
児
童
委
員
と
し
て
社
会
福
祉
の
増

進
に
貢
献
】

・
池
谷

泰た
い
い
ち一（

関
金
町
今
西
）

・
黒
田

多
美
子（
東
町
）

・
酒
井

經つ
ね
ぞ
う三（

駄
経
寺
町
）

・
坂
根

洋よ
う
こ子（

関
金
町
堀
）

・
鈴
木

茂（
小
田
）

・
鳥
羽

冨ふ

み

こ

美
子（
住
吉
町
）

・
西
村

眞ま

み美（
旭
田
町
）

・
前
川

み
ど
り（
明
治
町
二
丁
目
）

・
眞
壁

美
智
惠（
清
谷
）

・
山
本

み
さ
子（
小
鴨
）

■
市
の
公
益
、市
民
福
祉
の
増
進
の
た
め
、

20
万
円（
団
体
の
場
合
は
50
万
円
）以
上

の
金
品
を
寄
附

【
倉
吉
博
物
館
資
料
整
備
基
金
】

・
株
式
会
社
新
日
本
海
新
聞
社
（
鳥
取
市

富
安
二
丁
目
）

【
一
般
寄
附
金
】

・
中
海
工
業
株
式
会
社（
福
庭
町
一
丁
目
）

・
株
式
会
社
カ
イ
ン
ズ（
大
阪
市
中
央
区
）

・
宍
戸

義
行（
兵
庫
県
西
宮
市
）

・
可
世
木

博（
愛
知
県
一
宮
市
）

・
村
本

英え
い
じ治（

鳥
取
市
大
覚
寺
）

・
前
田

潤
一
郎（
東
京
都
江
東
区
）

・
長
谷
川

恵え

り

か

里
佳（
東
京
都
中
央
区
）

【
遥
か
な
ま
ち
倉
吉
ふ
る
さ
と
基
金
】

・
鬼お

に

う

だ

生
田

顕け
ん
え
い英（

福
島
県
郡
山
市
）

【
倉
吉
市
若
者
の
定
住
化
促
進
基
金
】

・
市
川

祐
一
郎（
東
京
都
多
摩
市
）

【
動
物
愛
護
事
業
費
寄
附
金
】

・
山
根

義
久（
東
京
都
中
央
区
）

・
山
根

和
子（
八
屋
）

【
倉
吉
市
の
緑
を
守
り
育
て
る
基
金
】

・
本
橋

良
則（
東
京
都
大
田
区
）

・
江
崎

昌
俊（
千
葉
県
船
橋
市
）

・
横よ
こ
の野

良
樹（
青
森
市
）

【
倉
吉
市
教
育
振
興
基
金
】

・
丸
岡

周し
ゅ
う
こ子（

昭
和
町
一
丁
目
）

【
倉
吉
博
物
館
資
料
】

・
京
都
第
一
赤
十
字
病
院（
京
都
市
東
山
区
）

【
倉
吉
陣
屋
跡
絵
図
】

・
倉
吉
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ（
大
正
町
）

【
中
学
校
備
品
】

・
小
谷

悦え
つ
お夫（

米
子
市
上
後
藤
）

・
東
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ（
宮
川
町
二
丁
目
）

・
西
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ（
西
倉
吉
町
）

▲表彰された皆さん

長年にわたる市政・市民

福祉へのご尽力、寄付

金や備品などのご支援

に深く感謝いたします。

上古川べっぴ～んず
のみなさんもお祝い
に駆けつけました。
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■
報
告
■

【
報
告
受
理

　
５
件
】

・ 

平
成
25
年
度
健
全
化
判
断
比
率
及
び
平

成
25
年
度
資
金
不
足
比
率

・ 

議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決
処
分
に
つ
い
て

（
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い
て
） 

・ 

議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決
処
分
に
つ
い
て

（
福
祉
事
務
所
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
）

・ 

議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決
処
分
に
つ
い
て

（
特
別
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
） 

・ 

議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決
処
分
に
つ
い
て

（
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

■
認
定
■

【
認
定

　
17
件
】

・ 

平
成
25
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定

　
ほ
か
16
件

■
議
案
■

【
原
案
可
決
及
び
認
定
　
１
件
】

・ 

平
成
25
年
度
水
道
事
業
会
計
利
益
の
処

分
及
び
決
算
の
認
定

【
原
案
可
決
　
12
件
】

・ 

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４

号
）ほ
か
２
件

・ 

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
制
定

・ 

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定 

・ 

保
育
の
必
要
性
の
認
定
に
関
す
る
条
例
の

制
定

・ 

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

制
定 

・ 

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

・ 

工
事
請
負
契
約
の
締
結（
大
坪
住
宅
建
替

事
業
建
設
工
事（
第
１
期
Ａ
棟
建
設
）建
築

主
体
）

・ 

工
事
請
負
契
約
の
締
結（
灘
手
工
業
用
地

貸
工
場
建
設（
建
築
主
体
）工
事
） 

・ 

工
事
請
負
契
約
の
締
結（
灘
手
工
業
用
地

貸
工
場
建
設（
電
気
設
備
）工
事
）

・ 

工
事
請
負
契
約
の
締
結（
灘
手
工
業
用
地

貸
工
場
建
設（
機
械
設
備
）工
事
） 

【
同
意
　
２
件
】

・ 

功
労
表
彰

・ 

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

■
議
会
発
議
■

【
原
案
可
決

　
５
件
】

・ 

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
の
周
知
等
を
求
め
る

意
見
書
提
出

・ 

手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る
意
見
書
提
出

・ 

少
人
数
学
級
の
推
進
と
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
２
分
の
１
復
元
に
係
る
意
見

書
提
出

・ 

中
心
市
街
地
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会
の

設
置

・ 

中
山
間
地
域
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会
の

設
置

■
陳
情
■

【
採 

択
　
５
件
】

・ 

関
金
ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学
助
成
事
業
の
継
続

・ 

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
の
周
知
、
及
び
労

災
認
定
基
準
の
改
正
等
を
求
め
る
意
見

書
提
出

・ ｢

手
話
言
語
法｣

制
定
を
求
め
る
意
見
書
提
出

・ 

少
人
数
学
級
の
推
進
と
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
２
分
の
１
復
元
に
係
る
意
見

書
提
出

・ 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の
実
施

■
動
議
■

【
５
日
間
の
出
席
停
止
　
１
件
】

・
議
員
段
塚
廣
文
君
に
対
す
る
懲
罰
の
動
議

平
成
25
年
度
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
決
算
な
ど
を
審
議問

議
会
事
務
局（
あ
22
ー
８
１
４
５
／
い
22
ー
８
１
４
６
）

　
平
成
26
年
９
月
第
７
回
倉
吉
市
議
会
定
例
会
が
、
９
月
１
日（
月
）か
ら
９
月
25
日（
木
）ま
で
開
催
さ
れ
、
平
成

25
年
度
一
般
会
計
決
算
お
よ
び
特
別
会
計
決
算
、
陳
情
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
録
は
、
各
地
区
公
民
館
、

各
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
立
図
書
館
な
ど
で
、
11
月
下
旬
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ま
た
、
市
議
会
会
議
録
検

索
シ
ス
テ
ム
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

市議会開催 

９月定例会

福井真喜代委員

2014.11（10）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
前
教
育
委
員
長 

伊
藤
哲
雄
さ
ん
の

任
期
満
了
に
伴
い
、10
月
８
日
付
け
で
、

福
井
真
喜
代
さ
ん
（
国
府
）
が
新
し
く

教
育
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、委
員
長
に
は
藤
田
義
彦
さ
ん
、

委
員
長
職
務
代
行
者
に
は
、
宮
近
誠
さ

ん
が
決
ま
り
ま
し
た
。

倉
吉
市
教
育
委
員
会

教
育
委
員
の
新
体
制

（
平
成
26
年
10
月
８
日
現
在
）

役
職

名
前
（
敬
称
略
）

委
員
長

藤ふ
じ
た田 

義よ
し
ひ
こ彦

委
員
長

職
務
代
行
者

宮み
や
ち
か近 

誠
ま
こ
と

委
員

仲な
か
だ田 

優ゆ
う
こ子

委
員

福ふ
く
い井 

真ま

き

よ

喜
代

委
員

（
教
育
長
）

福ふ
く
い井 

伸し
ん
い
ち
ろ
う

一
郎

《新しい教育委員が決まりました》
 倉吉市の学校教育、社会教育、文化財、スポーツなどに関する方向性を決める委員です。
問教育総務課（あ２２―８１６５／い２２－１６３８）



言
葉
の
意
味
と
人
権
意
識

　
桂
枝
女
太
さ
ん
は
、「
人
権
問
題

と
『
言
葉
』
の
重
み
」
と
題
し
た
講

演
会
を
行
い
、
言
葉
の
使
い
方
に

つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　「『
百
姓
』
と
い
う
言
葉
は
、
現

在
は
農
業
に
従
事
す
る
人
を
意
味

し
、
時
に
は
上
か
ら
も
の
を
言
う

よ
う
な
場
合
に
使
わ
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
け
れ
ど
も
、
昔
は
〝
お
う

み
た
か
ら
〞
と
よ
ん
で
い
た
そ
う

で
、『
百
』は〝
多
い
〞、『
姓
』は〝
人
〞

と
い
う
意
味
、
多
く
の
人
＝
国
民

を
指
し
て
い
た
言
葉
だ
っ
た
も
の

が
、あ
い
ま
い
な
使
わ
れ
方
に
な
っ
た
例
。

　
ま
た
、『
子
供
』
と
い
う
表
記
が
漢
字
か

ら
ひ
ら
が
な
に
変
わ
っ
た
理
由
に
つ
い

て
、
説
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
ま
ず
、〝
供
〞

と
い
う
漢
字
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ

と
。
一
つ
の
説
と
し
て
は
『
お
供そ
な

え
』
と

い
う
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
ど
も
を

『
お
供
え
』と
と
ら
え
て
い
る
。
も
う
一
説

に
『
お
供と

も

す
る
』
の
〝
供
〞、
つ
ま
り
『
こ
ど

も
が
大
人
の
お
供
に
な
る
』
と
い
う
意
味

で
、〝
供
〞
と
い
う
字
を
使
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
親
と
子
の
間
に
主
従
関
係
を
連
想
さ

せ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
で

使
わ
れ
な
く
な
っ
た
」
な
ど
、
普
段
何
気

な
く
使
っ
て
い
る
言
葉
で
す
が
、
そ
の
言

葉
の
持
つ
意
味
を
正
し
く
と
ら
え
、
人
権

意
識
を
持
つ
こ
と
の
必
要
性
を
改
め
て
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

学
習
を
通
じ
て
人
の
痛
み
に
気
づ
く

　
７
つ
の
分
科
会
で
は
、
す
べ
て
の
人
が

幸
福
に
生
き
る
権
利
で
あ
る
「
基
本
的
人

権
」
に
気
づ
き
、
共
に
支
え
合
う
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
自
分
に
で
き

る
こ
と
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　「
障
が
い
を
知
り
、
共
に
生
き
る
社
会

を
目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
分
科
会

で
は
、
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
家
族
の
人

か
ら
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　「
外
出
先
で
、
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る

妻
と
手
を
つ
な
い
で
い
る
と
、
通
り
が
か

り
の
人
に
、
ま
る
で
不
思
議
な
も
の
を
見

る
か
の
よ
う
な
眼
差
し
で
、
頭
の
て
っ
ぺ

ん
か
ら
足
の
先
ま
で
ジ
ロ
リ
と
見
ら
れ
た

こ
と
が
あ
る
。
こ
の
経
験
か
ら
、
自
分
が

踏
ま
れ
た
と
き
に
は
痛
み
を
痛
切
に
感
じ

る
が
、
人
様
を
踏
ん
だ
と
き
に
は
、
そ
の

踏
ま
れ
た
痛
み
は
ど
れ
程
も
感
じ
な
い
の

だ
と
思
っ
た
。
人
の
痛
み
に
気
づ
く
自
分

に
な
る
た
め
に
は
、経
験
と
学
習
が
必
要
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、「
当
事
者
に
な
っ
て
初
め
て

痛
み
に
気
が
付
く
の
で
な
く
、
同
和
教
育

を
学
ぶ
こ
と
で
、
相
手
の
立
場
に
寄
り
添

い
、
わ
か
り
合
お
う
と
す
る
気
持
ち
を
持

つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
な
ど
の
感
想
を

述
べ
ま
し
た
。

「
言
葉
の
重
み
」を
学
ぶ 

│ 

倉
吉
市
集
会

　
今
年
の
市
集
会
で
は
、講
演
会
に
落
語
家 

桂
枝し

め

た

女
太
さ
ん
を
迎
え
、

普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
言
葉
に
は
、
人
を
傷
つ
け
る
つ
も
り
は

な
く
て
も
傷
つ
け
て
し
ま
う
も
の
も
あ
る
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。落語家 桂枝女太さん
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倉吉市人権政策課
  ２２―８１３０／   ２２―８１３５
   ｊｉｎｋｅｎｓｅｉｓａｋｕ＠ｃｉｔｙ．ｋｕｒａｙｏｓｈｉ．ｌｇ．ｊｐMAIL

人権相談を行っています
【倉吉会場】市役所本庁舎第３会議室
とき：１１月１８日（火）・１２月１８日（木） 午後１時～３時

【関金会場】高齢者生活福祉センター（関金宿）
とき：１１月７日（金）・１２月１２日（金） 午後１時～４時

倉吉パワーアップ講座③

「家事するオトコが社会を変える！
～男だって悩む！？仕事と家事の両立」

とき：１１月２６日（土）午後６時３０分～８時
ところ：倉吉交流プラザ視聴覚ホール
講師：三木智

と も あ り

有さん（ＮＰＯ法人 tadaima! 代表）
参加費：無料／定員：５０人／託児：有
※参加・託児について事前申込が必要。１１月１９日（水）まで。
問人権政策課（あ２２－８１３０／い２２－８１３５）

全国一斉『女性の人権ホットライン』強化週間

　法務省と全国人権擁護委員連合会では、女性を
めぐる様々な人権問題の解決を図るため電話で相
談を受け付けます。

専用電話　０５７０－０７０－８１０
期間：１１月１７日（月）～２３日（日）
時間：午前８時３０分～午後７時
※土・日は午前１０時～午後５時

「倉吉市部落差別撤廃とあ
らゆる差別をなくする条例」
施行２０周年記念集会
とき：１１月１５日（土）

　午後１時２０分～４時１０分

ところ：倉吉体育文化会館

内容：実践発表、講演会

演題： 「障害者権利条約と障害

者差別解消法」

講師： 山﨑公
こう

士
し

さん（神奈川

大学法学部教授）
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国民年金保険料の申告
には証明書が必要です

　年末調整や確定申告で国民年金

保険料を申告する場合は、１１月

上旬に日本年金機構から送付され

る「社会保険料（国民年金保険料）

控除証明書（以下、証明書）」の添付

などが必要となりますので、申告

まで大切に保管してください。

　なお、１０月１日以降に今年初めて

保険料を納付した人は、平成２７年

２月上旬に証明書が送付されます。

　また、証明書に記載されている

月分以外の保険料を１２月３１日

までの間に納付した場合も今年分

として申告できます。証明書に記

載されている保険料額に、後から

納付した保険料額を合算して申告

し、後から納付した保険料分の領

収証書も添付してください。

　ご家族の国民年金保険料を納付

した場合は、納付した人がその保

険料を申告することができます。

 問日本年金機構倉吉年金事務所（あ２６－
５３１１／い２６－１７４２）または、市民課市民

サービス係（あ２２－８１５５／い２２－２９５４）

降雪期の除雪作業に 
　　　　　　ご協力を

◆ 道路上を覆う樹木（特に竹）・有線

放送の線などは作業の支障にな

らないよう、降雪期までに点検し、

所有者や各自治公民館で撤去す

るなどの対応をしてください。

◆ 路上駐車や車両の路上放置は、

絶対にやめてください。

◆ 生活道路の除雪は、皆さんのご

協力をお願いします。

◆ 「除雪車が来て家の前に雪を積み

上げていく」「田畑に除雪した雪

が入っている」などの苦情が寄せ

られることがあります。作業上、

やむを得ない場合がありますの

でご理解をお願いします。

◆ 個人からの除雪依頼はお受けで

きませんのでご了承ください。

 問建設課（あ２２―８１６９／い２２―８１７９）

１１月は「子ども・若者育
成支援強調月間」です

　近年、非正規労働者の若者の増

加、フリーター・ニートの数の高止

まりなどが続いています。

　また、少年非行、いじめ、児童虐

待や児童ポルノなど、子どもが被害

者となる事件の相次ぐ発生、違法・

有害な情報の氾濫や、スマートフォ

ンなどの進歩・普及により、それら

の情報に子どもが接触する危険性

が増大しています。

　さらには、子どもの貧困対策も

求められています。

　これらの諸問題に対応し、子ども・

若者の健やかな育成、社会生活を

円滑に営むための支援といった取り

組みを、家庭や学校、企業、地域

など広く推進することが必要です。

　このため、１１月を強調月間と定

め、全国的な支援事業が積極的に

展開されます。期間中の各種活動へ

のご理解とご参加をお願いします。

 問生涯学習課（あ２２ー８１６７／い２２ー８１３６）

指名手配被疑者の検挙
にご協力を！

　平成２６年８月末現在、全国の警

察から指名手配されている約７５０

人にのぼる被疑者は、殺人、強盗

などの凶悪事件のほか、暴行、傷害、

窃盗、詐欺、横領などの事件に関

して指名手配されており、再び犯

行を行うおそれがあります。

　警察では、特に重大な犯罪の被

疑者を選定したうえで、１１月中に

全国警察の総力を挙げて追跡捜査

を行うこととし、これら被疑者の早

期検挙に取り組んでいるところです。

　この指名手配被疑者の発見に向

けた捜査活動には、皆さんの協力

が必要です。指名手配被疑者によ

く似た人を見たといった情報など、

どんな小さなことでも構いませんの

で、警察に通報していただくようお

願いします。

 問倉吉警察署（あ２６－７１１０）※緊急時は１１０番

もういいかい 火を消す
までは まあだだよ

　１１月９日（日）から１５日（土）

まで「秋季全国火災予防運動」が実

施されます。

住宅防火 いのちを守る７つのポイント

 ■３つの習慣

①寝たばこは、絶対やめる。

② ストーブは、燃えやすいものから

離れた位置で利用する。

③ ガスコンロなどのそばを離れる

ときは、必ず火を消す。

 ■４つの対策

① 逃げ遅れを防ぐために、住宅用

火災警報器を設置する。

② 寝具、衣類やカーテンからの火災

を防ぐために、防炎品を使用する。

③ 火災を小さいうちに消すために、

住宅用消火器などを設置する。

④ お年寄りや身体の不自由な人を守

るため、隣近所の協力体制をつくる。

　暖房器具などの使用が多くなり、

火災が発生しやすい時季を迎えま

す。火の元には十分注意しましょう。

　大切な命を守るため、各家庭に

住宅用火災警報器を設置しましょ

う。また、電池切れにより住宅用

火災警報器が有効に作動しないこ

とがあります。今一度作動確認を

し、電池切れに注意しましょう。

 問倉吉消防署（あ２６－２１２２）、西倉吉消防
署（あ２８－２１１０）または防災安全課（あ２２

－８１６２／い２２－１０８７）

臨時福祉給付金・子育て
世帯臨時特例給付金の申
請は１２月１日（月）まで

　給付対象となる可能性がある

人には申請書を郵送しています。

　必要事項を記入した申請書と

必要書類を、返信用封筒に入れ

て郵送するか、相談窓口に直接

提出してください。
※ 期限までに申請されない場合、給
付できませんのでご注意ください。

問臨時福祉給付金事業等実施本部事
務局（福祉課内 あ２４－５４９１）
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倉吉市防災行政無線の
定期点検について

　防災行政無線（１５０カ所）の点

検のため、市内各所の屋外拡声器

の吹聴試験を１１月中に順次行い

ます。試験放送が流れますので、

ご了解ください。

 問防災安全課（あ２２－８１６２／い２２－
１０８７）

全国瞬時警報システム
を利用した訓練放送

　１１月２８日(金)午前１１時

に、全国瞬時警報システム（Ｊ－

ＡＬＥＲＴ）による緊急地震速報

が全国一斉に放送されます。

　緊急地震速報の発表から地震が

くるまでの短い時間に、あわてず

身を守る行動をとるためには、あ

らかじめ実際に行動をとって経験

しておくことが大切です。可能な

限り訓練を実施しましょう。

 問防災安全課（あ２２－８１６２／い２２－
１０８７）

１
い い

１月３
みらい

０日は「年金の日」
です！

　「国民一人一人がねんきんネッ

トなどを活用しながら、高齢期の生

活設計に思いをめぐらす日」として

１１（いい）月３０（みらい）日を「年

金の日」としました。

　この機会に、「ねんきん定期便」や

「ねんきんネット」で、ご自身の年金

記録と年金受給見込額を確認し、

未来の生活設計について考えてみ

ませんか。

 問日本年金機構倉吉年金事務所（あ２６－
５３１１／い２６－１７４２）または、市民課市民

サービス係（あ２２－８１５５／い２２－２９５４）

市議会１２月定例会のお
知らせ

　平成２６年１２月市議会定例会

が開催されます。

通し日 月・日 曜 会議区分 時間 内容

１
12月
1日 月 本会議

午前
10時

議 案 の 上
程、提案理
由の説明

２ 2日 火 〃 〃
市政に対す
る一般質問

３ 3日 水 〃 〃 〃

４ 4日 木 〃 〃 〃

５ 5日 金 予備日

６ 6日 土 休会

７ 7日 日 〃

８ 8日 月 本会議
午前
10時

付 議 議 案
に 対 す る
質 疑 ～ 委
員会付託

９ 9日 火 予備日

10 10日 水 委員会 建設企画

11 11日 木 〃 教育福祉

12 12日 金 〃 総務経済

13 13日 土 休会

14 14日 日 〃

15 15日 月 委員会 特別委員会

16 16日 火 予備日 委員会予備

17 17日 水
議事
整理

18 18日 木 本会議
午前
10時

委員長報告
～付議議案
の討論・採
決

※ 会派質問（１２月２日～４日）の順序は次のと

おりです。①新政会②くらよしアイズ・倉

吉自民共同③公明党・グリーン共同

※ 順番は変わることがあります。また、1人

会派議員および無所属議員は、会派質問

の後、質問を行います。

 問議会事務局（あ２２－８１４５／い２２－
８１４６）

広島土砂災害による被
災者を支援された人へ

　平成２６年８月の広島土砂災害

により被害を受けた人を支援する

ために広島市の災害対策本部な

どに義援金や寄附金を支払った場

合、寄附金控除の適用（個人）や、損

金算入（法人）を受けることができ

ます。

 問倉吉税務署（あ２６－２７２１）

電子証明書の取得はお
早めに

　国税に関する申告手続きをイン

ターネットなどを利用して手軽に

行うことができる「e-tax」（国税電

子申告・納税システム）」の利用に

あたっては、事前に市民課で住民

基本台帳カードと電子証明書を取

得する必要があります。

　これらの発行には、２０分程度

の時間がかかり、申告の時期は窓

口の混雑が予想されますので、早

めの手続きをお願いします。

　なお、証明書の有効期間は３年

です。更新手続きは、有効期限の

３か月前から手続きが可能です。

※ 申請には、本人確認のため顔写真付の証

明書（運転免許証・パスポートなど）が必

要です。証明がない場合、即日交付がで

きないため、再度来庁していただくことに

なります。

※ 手数料は、住基カード・電子証明書とも

に５００円です（更新の場合も同じ）。

 問市民課（あ２２－８１５５／い２２－２９５４）

宝くじ助成金で防災資機材を整備しました

　（一財）自治総合センターが行うコミュニティ

助成事業（地域防災組織育成助成事業）の助成金

を活用して、宮川町２丁目自主防災会が防災資

機材を整備しました。

　整備の内容は、担架、寝袋、調理器具、救助工具、

リヤカー、テントなどで、自主防災組織の活動

を推進するとともに、地域の防災力の向上を図

るため整備されたものです。

 問防災安全課（あ２２－８１６２／い２２－１０８７）
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行政相談所

【倉吉会場】市役所第３会議室

とき：１１月１８日（火）午後１時～３時

【関金会場】 高齢者生活福祉セン

ター（関金宿）

とき：１１月２８日（金）午後１時～３時
 問総務課（あ２２－８１１２／い２２－１０８７）
くらよし農家相談会

とき： １１月１９日（水）

午前９時～午後３時

ところ： 市役所北庁舎会議室
 問農林課（あ２２－８１５７／い２３－９１００）、

または農業委員会事務局（あ２２－８１７１）

市民生活相談窓口

　生活全般の相談窓口です。
 問地域づくり支援課（本庁舎３階／あ２２

－２７１７／い２２－８２３０）

多重債務・法律相談会

とき： １１月２１日（金）

午後１時３０分～４時

ところ：倉吉未来中心
※事前に予約が必要です。

 問 中部消費生活センター（あ２２－３０００）

パークスクエア食彩館
の出店者を募集します

　出店希望者は、出店企画書を商

工課へ提出してください。

【募集スペース】１３７．３２㎡

【使用料】月額１５４，３６４円

※営業諸経費・付帯施設経費が別途必要。

【応募条件】飲食または物販で、既出

店者と競合しない業種であること。

【募集締切】１１月２０日（木）

※ 出店企画書は、商工課窓口または市ホー

ムページで入手できます。

 問商工課（あ２２－８１２９／い２２－８１３６）

白壁土蔵群周辺で事業
にチャレンジしませんか

　チャレンジショップ「あきない塾」

（東仲町）の出店者を募集します。

【募集スペース】１９．６８㎡

【使用料】月額５，５００円 ※光熱費・上

下水道使用料・共益費が別途必要。

【応募条件】新規開業を目指す人

※ 公序良俗に反する業種、居酒屋など酒類

を提供する業種は不可。

【契約期間】６か月 ※契約更新は１回に限る。

【募集締切】１１月１４日（金）

【選考方法】書類選考・面接

【申込み・問い合わせ先】

 問倉吉商工会議所（あ２２－２１９１／い２２－
２１９３）

第６１回鳥取県勤労者美
術展作品募集 ※出品無料

　１月に米子市美術館で開催され

る鳥取県勤労者美術展の作品を募

集します。

【対象者】県内に在住または勤務す

る人、退職者、その家族

【部門】写真・洋画・日本画・書道

【出品点数】１部門につき２点以内、

写真は単２点以内または組１点の

いずれか ※ 未発表作品に限る。

【申込期間】１１月４日（火）～１月７日（水）

※ 申込書は公式ホームページ（http://tottori.

rofuku.net/）からダウンロードできます。

 問鳥取県労働者福祉協議会（あ０８５７－２７
－４１８８／い０８５７－２４－８１４９）

おめでとうございます

　１０月７日（火）、東京都で開

催された平成２６年度行政相談

委員総務大臣表彰式において、

倉吉市担当の行政相談委員・戸

田 英子さん（福庭町）が総務大臣

表彰を受賞されました。

　戸田さんは、平成１６年４月１

日に総務大臣から行政相談委員

を委嘱されて以来、１０年半に

わたって住民の身近な相談相手

として国の仕事などに関する相

談を受け、その解決などに尽力

してきたことなどの功績が認め

られ、今回の受賞となりました。

問総務課（あ２２－８１１２／い２２－１０８７）

総務大臣表彰受賞

倉吉市行政相談委員

戸田 英子さん

中部ものづくり・指導者養成講座の受講生を募集します

　ものづくり道場では、地域で子どもたちにものづくりや科学技術を

教える講師を養成するための講座を開講します。

【とき】１２月７日（日）、１３日（土）

【ところ】伯耆しあわせの郷

【対象】大人／【定員】各講座１０人／【参加費】無料

【募集期間】１１月１０日（月）～１１月２１日（金）

とき 講座名 講師
対象者

新規受講生 修了生 *

12月
７日
（日）

9:00
～12:00

基礎・指導法 
講座 鳥取大学地域学部

教授 土井康
こうさく

作

必須

13:00
～15:00 基礎・応用講座

1講座選択12月
13日
（土）

10:00
～12:00

ペットボトルで
作る二足歩行ロ
ボット

中部ものづくりカフェ会員

石井嘉
よし お

雄
1講座選択

LED工作
中部ものづくりカフェ会員

賀
か ど

戸哲也、岡田寿博

13:00
～15:00 草木染め

中部ものづくりカフェ会員

岡本尚機、陰山喜代美

＊修了生とは、昨年までに「中部ものづくり・指導者養成講座」を受講した人。

※ 詳しくは、中部ものづくり道場ホームページ（ www.chubu-monodukuri.com/）をご覧ください。

 問中部ものづくり道場（代表 岡本 あ０９０－３１７２－０９６８）
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くらよし国際交流フェス
ティバル２０１４

地球はひとつ☆

みんなでつなぐ笑顔のＷａ

　各国の料理コーナー、多彩なス

テージパフォーマンス、民族衣装の

試着や文化体験、国際交流団体の活

動紹介など、大人も子どもも楽しめ

る内容が盛りだくさんです。

【とき】１２月７日（日）

午前１０時～午後３時

【ところ】伯耆しあわせの郷

 問（公財）鳥取県国際交流財団 倉吉事務所
（あ２３－５９３１）

中部地区社会教育関係
者研修会兼交流会

　中部地区の社会教育関係者を対

象に、地域を担う青少年の健全育成

にあたって、子どもたちの体験活動

に何が必要かを学ぶ研修会・交流

会を開催します。

【とき】１１月２７日（木）

午後１時３０分～４時３０分

【ところ】倉吉体育文化会館大研修室

【テーマ】子どもの体験活動を支援

する社会教育のあり方

【講師】鳥取短期大学 近藤剛 准教授

【申込締切】１１月１４日（金）

 問鳥取県教育委員会事務局中部教育局 
（あ２３－３２５３／い２３－５２０３）

青少年の森整備事業作
業ボランティア大募集！

　倉吉市では、上北条地区振興協

議会「青少年の森」整備事業実行委

員会との協働により、小田山の里

山整備・管理を行っています。

　今回は遊歩道を散策した後に、

実のなる樹木広場で、木製ベンチ

作りと植栽木の支柱補修を行いま

すので、作業の協力ボランティアを

広く市民の皆さんから募集します。

　なお、作業終了後は、上北条地

区振興協議会から軽食が用意され

ます。

【とき】 １１月１６日（日）

午前９時３０分～

※２時間程度。小雨決行。事前申込不要。

※ 雨天の場合は、午前８時３０分以降に伯耆

しあわせの郷（あ２６－５５８１）へお問い合

わせください。

【集合場所】伯耆しあわせの郷駐車場

【準備物】軍手、タオル、カマ、雨具など

 問総合政策課（あ２２－８１６１／い２２－
８１４４）、または上北条公民館（あ２６－１７６３）

婚
こんかつ

勝力
りょく

ステップアップ
セミナー参加者募集

　婚活指導で高い実績を誇る結婚・

恋愛心理カウンセラーの本
ほんじょう

城稔
みのる

さんを

講師に、異性心理の理解、会話・交

際力のスキルアップなど、楽しみなが

ら婚活力を身につけるセミナーです。

※ ２月に婚活イベントを開催予定です。

【対象】独身の男女それぞれ３０人

【回数】全３回（男女別）／【参加費】無料

第１回「出逢いのチャンスを引き寄

せる生き方３か条」

とき

11月23日（日）

男性編 16:00～18:00

女性編 18:30～20:30

ところ 倉吉未来中心セミナールーム１

第２回「いい出逢いを引き寄せる人

の１５の特徴」

とき

12月6日（土）

男性編 14:00～16:00

女性編 18:30～20:30

ところ 上灘公民館

第３回「結婚のチャンスをつかむ５

つの力」

とき

平成27年1月17日（土）

男性編 14:00～16:00

女性編 18:30～20:30

ところ 上灘公民館

イベント企画メンバー募集

　婚活イベント開催に向けて、イベン

トを企画するメンバーを募集します。

【セミナー・イベント企画申込方法】

　電話、ファクシミリまたはメール

で、参加を希望するもの（セミナーま

たはイベント企画）・住所・氏名・年齢・

性別・電話番号をお知らせください。

 問地域づくり支援課（あ２２－８１５９／い２２
－８２３０／ chiiki@city.kurayoshi.lg.jp）

自衛隊高等工科学校生
徒を募集します

【受験資格】平成２７年３月までに中

学卒業（見込含）の１７歳未満男性

【受付期間】１１月１日（土）～１月９日（金）

【試験日】平成２７年１月３０日（金）

 問自衛隊鳥取地方協力本部倉吉地域事務
所（あ２６－２９００）

２０１４ 住まい・職人の技 in くらよし

　大工・左官・板金・建具・畳・石工など熟練された職人の伝統的な技と木

造住宅の魅力を見て、聞いて、作ってみませんか。

【体験イベント】 左官壁塗り体験、伝統工法仕
しくち

口継
つぎて

手体験、木工教室、打
うちだし

出

技法実演、漆
しっくい

喰上塗り体験、ミニ畳作成、建具組
くみこ

子実演、

手加工による石
いしわり

割実演、石に絵を描こう

【展示】 歴史的建造物修理パネル、鏝
こてえ

絵作品展示、木製建具展示、石工作

品展示、大工手仕事仕口継手作品展示

 問文化財課（あ２２－４４１９／い２２－２３０３）または倉吉淀屋（あ２３－０１６５）

と　き： 11月15日（土）・16日（日）　午前１０時～午後４時
ところ：倉吉淀屋

春に行われた作業の様子
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コミュニティプラザ百花堂 展覧会・展示会
開催日 催事内容

10/30（木）～11/4（火） 砂丘社展

11/6（木）～11/11（火） 山本順子油絵展

11/13（木）～11/19（水）日本南宗会展

11/27（木）～12/2（火） たすく手織工房 吉田公之介織展

問コミュニティプラザ百花堂（あ２２－６８１１）

EVENT INFORMATION

まちのイベント
第３回中部障がいフォーラム２０１４

～知ってごしない、障がいのこと～

　歌・演奏・ダンスや出店販売などを通して、中

部地区の障がい福祉サービス事業所などの取り組

みへの理解を深めていただきます。

とき：１２月７日（日）午前１０時～午後３時

ところ：倉吉未来中心

内容：演劇、ダンス、ライブなどのステージ、作品

づくり体験、出店販売、あいサポーター研修、バ

リアフリー映画の上映など

参加費：無料

 問障害者支援センターくらよし（あ２３－８４５５）

第９回中部住民健康フォーラム

～スポーツと健康～

と　き：１１月９日（日）　午後２時～４時

ところ： 倉吉福祉センター（旧福祉会館跡）大会議室

参加費：無料 ※要事前申込。当日参加も受け付けます。

【基調講演】

「子どものスポーツ障害―スポーツを安全にするには―」

講師：鳥取県立総合療育センター 鱸
すずき

 俊朗 院長

【シンポジウム】

「歩く・走る力をくれる靴―足元からバランスを整えるには―」

シンポジスト： 森本外科・脳神経外科医院 リハビリ

テーション課長 濵田 貴美子さん

「高齢者のウォーキングの効果と障害について」

シンポジスト：池田整形外科院 池田 宣之 院長

「社スポ少卓球部の現状について」

シンポジスト： 社スポーツ少年団卓球部 監督 松本 

秀樹さん

 問鳥取県中部医師会（あ２３－１３２１）

アミティエフェスタ ｉｎ Ｎｏｖｅｍｂｅｒ

と　き：１１月２４日（月・祝）　午前９時～午後２時

ところ：人と動物の未来センター・アミティエ（下福田）

内　容：ペット無料相談、保護犬・猫とのふれあい、

里親説明、施設紹介、クリスマスリース作り（材料

費として５００円必要）、焼き芋大会、ドッグラン

参加費：無料 ※犬がドッグランに入場するときは別途必要、

※ワクチン証明書と狂犬病注射済票がないとドッグランには入

場できません、※天候により予定変更の場合あり、※テラスカ

フェも特別オープン、※詳細はホームページ（ www.haac.or.jp）

をご覧ください

問（公財）動物臨床医学研究所（あ２６－０８５１）

生 徒 募 集

〈お申込み・お問合せ〉☎ 

体験レッ
スン無料

！

〈河村尚美まで〉

倉吉スポーツプラザ２Ｆ
（倉吉市山根５３９－１）

月に１回

ダンスパーティー開催中！ダンスパーティー開催中！

～楽しい時を一緒に過ごしましょう～

団体レッスン、個人レッスン
いたしております。
見学だけでもお気軽にどうぞ

なだてこ～まい秋祭

と　き： １１月１日（土）午後１時～、２日（日）午前９時～

ところ：灘手公民館・灘手小学校体育館

主な内容

1日（土）

13:00～ オープニングセレモニー

15:30～ 小学生による ド素人のど自慢大会

18:00～ 秋花火

2日（日）

9:00～ 餅つき・祝い餅まき

10:00～ 仮装大会

13:00～ 抽選付演芸館

 問灘手公民館（あ２２－５４０１）

税に関する習字・作文展示

～この社会あなたの税がいきている～

と　き： １１月７日（金）～１１日（火）

ところ：倉吉交流プラザ（倉吉パークスクエア内）

　１１月１１日から１７日は「税を考える週間」です。税

の意義、役割や税務行政の現状について、より深く

理解し、適正に納税を行いましょう。

 問倉吉税務署（あ２６－２７２１）
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から
のお知らせ

伯耆しあわせの郷 指定管理者：旭ビル管理株式会社

 小田４５８（あ２６－５５８１／い２６－５６３３）
【利用時間】午前９時～午後８時 【休館日】 月曜日

 ■受講生募集

教室名 開催日など 定員 受講料

韓国料理教室
11月22日（土）
午前10時～午後1時 28人 550円

男性のための料理教室
11月27日（木）
午前10時～午後１時 20人 550円

ちりめん細工教室
（干支作り）

11月29日（土）
午後1時～4時 15人 550円

ステップアップエアロ教室①
毎週水曜日 午前10
時15分～11時15分
12月～３月・全15回

25人 8,250円

ステップアップエアロ教室②
毎週水曜日
午後７時～８時
12月～３月・全15回

25人 8,250円

ピラティス教室
毎週金曜日
午後７時～８時
12月～３月・全15回

28人 8,250円

陶芸教室①
第１土・日曜日
午後１時～４時
12月～３月・全８回

15人 5,600円

陶芸教室②
第１火・水曜日
午後１時～４時
12月～３月・全８回

15人 5,600円

陶芸教室③
第２火・水曜日
午後１時～４時
12月～３月・全８回

15人 5,600円

陶芸教室④
第２土・日曜日
午後１時～４時
12月～３月・全８回

15人 5,600円

※11月５日（水）から申込受付開始。定員になり次第終了。
※受講料のほかに材料費、保険料などが必要です。

倉吉市文化活動センター 指定管理者：倉吉文化団体協議会

 住吉町７７－１（あ／い２３－６０９５）
【利用時間】  火曜日～土曜日：午前９時～午後１０時

日曜日：午前９時～午後５時
【休館日】月曜日 
※ 大小会議室、音楽室、調理実習室など１時間単位で貸出します。
予約受付中。

 ■モーニングシネマ（無料）

開催日 時間 タイトル

11月４日（火）

午前10時

死ぬまでにしたい10のこと

11月11日（火） 駅 STATION

11月18日（火） 冒険者たち

11月25日（火） 釣りバカ日誌４

12月２日（火） 怒りの河

■リフレギャラリー（無料）

開催期間 内容

11月１日(土)～13日（木）第４回みささ版画の会展

11月15日（土）～29日（土）牧田明利個展～残したい原風景～

■リフレサロンコンサート（無料）

とき 内容

12月２日(火)午後６時30分 加藤文
あ や め

女ピアノ・コンサート

倉吉スポーツセンター 指定管理者：ミズノグループ

 葵町５９１－１（あ２２－５６７４／い２２－５６８４）
【利用時間】午前８時３０分～午後１０時

■受講生募集　　※倉吉スポーツセンターに要事前予約

講座 開催日など 参加費

ピラティス教室 毎週水曜 午前10時～ 500円
チェアーエクササイズ 毎週木曜 午前10時～ 500円
エアロビクス 毎週金曜 午前10時～ 500円

■交流会　※個人でも参加できます。要事前申込。当日参加可能。

内容 開催日など

フットサル交流会
11月11日（火）、25日（火）午後８時～10時
※参加費500円が必要

バスケット交流会
11月18日（火）午後８時～10時
※参加費300円が必要

 ■大会などの予定（１１月）
倉吉市営陸上競技場

８日（土）、９日（日）第６９回米子・鳥取間駅伝大会

13日（木）（予備日
（14日（金）） 倉吉市グランドゴルフ協会忘年大会

倉吉市営武道館

30日（日） 中部地区秋季柔道段級審査会

倉吉市庭球場

３日（月・祝） 鳥取・青谷・倉吉３地区ソフトテニス大会

倉吉市営ラグビー場

２日（日）・９日（日）全国高校ラグビー県予選会

９日（日）、23日（日）鳥取県ラグビーリーグ

23日（日） 全校タグラグビー県予選会

倉吉市営野球場

２日（日） 第37回西日本軟式野球中部地区大会
３日（月・祝） 第26回倉吉市実年野球大会

倉吉市営関金野球場

９日（日） 第60回鳥取県草野球愛好会県大会
16日（日） 鳥取Pear Kings JABA交流戦

 ■文化サロン（無料・定員各５人）　　　※要事前申込

開催日など 内容

11月２日(日)
午後１時～

音楽サロン「メトロポリタンのオペラを楽しむ」
第５回 マスネ「タイス」

11月７日(金)
午前10時～

写真サロン「近未来写真術」 
第10回 愛しのヨーコ「荒木経惟」

11月14日(金)
午前10時～

写真サロン「近未来写真術」
第１１回 12人のフォトグラファーに会って 

■受講生募集

教室名 開講日 受講料

ちぎり絵を楽しむ
第１・第３火曜日
午前10時～11時30分

1,000円／月
（材料費別）

ギター教室
第１・第３火曜日
午後2時～ 4,000円／月

気功入門
第２・第４水曜日
午前10時～11時30分 1,500円／月

■未来を創る「ビジネスパーソン育成講座」 受講者募集

とき：１２月３日（水）午後７時～９時

講師：㈱ＳＭＣ 松田龍太郎

申込方法：倉吉市文化活動センターへ電話で申し込み



◇心とからだの健康相談

とき： １１月２７日（木）午後１時３０分～３時３０分

ところ：保健センター

内容： 保健師・栄養士による個別相談

※保健センターに申し込みが必要です。

◇献血（全血献血）にご協力を

とき： １１月３０日（日） 

午前９時３０分～正午、午後１時～３時

ところ：倉吉未来中心

 問鳥取県赤十字血液センター（あ０８５７－２４－８１０１）

◇１２月１日は世界エイズデー

　ＷＨＯは、エイズのまん延防止

と患者・感染者に対する差別・偏

見の解消を図るため、１２月１日

を世界エイズデーと定め、エイズ

に関する啓発活動などの実施を提

唱しています。

エイズは今も静かに広がっています

　エイズは、若い世代だけの問題ではなく、特別な

人だけの特殊な病気でもありません。ＨＩＶ感染の

８割以上が性行為によるものです。

　予防するためには、感染経路を正しく理解して、

常に感染を防ぐ行動をとることが重要です。

　検査を受けることで、ＨＩＶ感染の早期発見につ

ながります。

　薬をきちんと服用し続ければ、これまでどおりの

生活を送ることができます。

◇ＨＩＶの休日・夜間検査

　世界エイズデーにあわせて、感染の早期発見のた

めの検査が行われます。

ところ： 中部総合事務所福祉保健局（倉吉保健所）

料金：無料

【検査内容】ＨＩＶ、性感染症（クラミジア・梅毒）、Ｂ・

Ｃ型肝炎、風しん抗体価検査※無料対象者のみ

※ 風しん抗体価検査の無料対象者や定期検査については、中部総合

事務所福祉保健局にお問い合わせください。

※事前予約が必要です。

問中部総合事務所福祉保健局（倉吉保健所）（あ２３－３１４５）

●HealthCare 健康づくり
問保健センター （ あ２６－５６７０／い２６－５６６０）

●Examination 検診・健診
問保健センター（あ２６－５６７０／い２６－５６６０）

◇厚生病院の子宮・乳がん検診※保健センターに要申込

日程 場所 受付時間 検診内容

１１月

１３日（木）

２０日（木）

厚生病院

１２：２０

～１２：５０

子宮がん検診・ 

乳がん検診（視触診）

１４日（金）

１７日（月）

２１日（金）

２５日（火）

１４：４５

～１４：５５

乳がん検診 

（マンモグラフィ検査）

◇１２月集団健診

日程 場所 受付時間 健診内容

１２月

３日（水） 社公民館

８：００～

１０：００

特定健診・長寿（後

期高齢者）健診・一

般健診・がん検診

（胃・肺・大腸・前

立腺・子宮・乳）・

肝炎ウイルス検診

６日（土）

※要申込
保健センター

※ 対象年齢、料金など詳細については、各家庭に配布してい

る「くらよし健康ガイド」をご覧ください。

乳児・幼児のための救急法を知ろう

　小さい子どもと過ごしていると、「あっ！」と思

う瞬間にけがをしたり、思わぬ事故が起こったり

します。そんな時に救急法を知っていると、慌て

ずに対応することができます。

　緊急時の子どもの事故にどう対応すればいいの

か、実践を交えた救急法を学んでみませんか？

　みなさんの参加をお待ちしています。

とき：１１月１９日（水）

　　　午前１０時３０分～

１１時３０分

ところ： 子育て総合支援セ

ンター「おひさま」

対象： 未就学の子どもの保護者（２５人程度）

講師： 倉吉消防署職員

申込期限：１１月１２日(水)

申込先： 子育て総合支援センター「おひさま」

※託児あり。事前に申し込みが必要です。

問 子育て総合支援センター「おひさま」（上灘公民館 横 あ／い

２２－３９１４）

  ● Play&Bred 子育て総合支援センター

「おひさま」イベント

◇レディース検診 ※保健センターに要申込

日程 場所 受付時間 検診内容

１１月 ２１日（金）
関金総合文化

センター １３：００

～１３：３０

子宮がん検診・ 

乳がん検診
１２月 ３日（水） 北谷公民館

検査の種類 日程 時間

休日検査 １２月７日（日） １３：３０～１５：３０

夜間検査 １２月３日（水） １７：３０～１９：００
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●Prevention&Care 介護予防とケア
問 長寿社会課（あ２２－７８５１／い２２－２９５４）

１１月の認知症の人と家族の会

「家族の集い」

　介護家族・介護体験者が参加し

て、お互いが抱えている悩みを語

り合い、情報交換して、なんでも

話し合える場です。

　お気軽にご相談ください。

とき： １１月２０日（木）

午前１０時～正午

ところ： 交流プラザ（倉吉パーク

スクエア内）

１１月ホッといきいき教室 

～介護予防教室参加者募集～

とき： １１月２８日（金）

午前１０時３０分～午後３時

内容： 【午前】

講演：「こんな運動をしたら、

元気で長生きできるよ！」 

～脳と筋肉を元気にする 

　体操と簡単体力テスト～ 

講師：鳥取大学医学部准教授

加藤敏明さん

【午後】自由時間

ところ：グリーンスコーレせきがね

参加料： １，４００円（昼食・入浴料）

対象者： ６５歳以上で、介護保険

を受けていない人

※ １週間前までに長寿社会課に申し込

んでください。

※ 送迎希望の場合は、送迎しますので

ご連絡ください。

※ 欠席するときは前日までにご連絡く

ださい。

高齢者のインフルエンザ予防

接種委託医療機関の訂正

　接種対象者に郵送している

高齢者のインフルエンザ委託

医療機関一覧のうち、「林原医

院塩屋分院」では、予防接種を

実施していません。

　おわびして訂正いたします。

問保健センター（あ２６－５６７０／い

２６－５６６０）

◇乳幼児健康診査

【６か月児】平成２６年５月誕生

とき:１２月１０日（水）、１１日（木）

【１歳６か月児】平成２５年５月誕生

とき:１２月５日（金）、９日（火）

【３歳児】平成２３年１１月誕生

とき:１２月２日（火）、３日（水）

【共通事項】

ところ:保健センター

持ってくるもの： 母子健康手帳、

アンケート用紙

※３歳児健診のみ尿検査

■ １２月から乳幼児健診の 
受付時間が変更になります

受付:午後０時４５分～１時１５分

◇ 育児相談（身体測定・子育て・栄

養相談）

とき： １１月２５日（火）

午前９時３０分～１１時３０分

ところ：保健センター

持ってくるもの：母子健康手帳

◇ マタニティサロン（妊婦の交流・

相談の場）

内容：ミニセミナー「食事について」

とき :  １２月２日（火）

午前１０時～１１時

ところ： 子育て総合支援センター

「おひさま」

※保健センターに申し込みが必要です。

◇離乳食講習会

内容：離乳食前期について

とき：１１月２６日（水）

受付：午後１時～１時３０分

ところ：保健センター

※保健センターに申し込みが必要です。

◇歯面フッ素塗布

保健センター

とき： １１月２５日（火）

午前９時３０分～１１時３０分

午後１時３０分～３時３０分

持ってくるもの： 母子健康手帳、

歯ブラシ

 問   保健センター（あ２６－５６７０)

中部歯科医師会 口腔衛生センター

とき： １１月１４日（金）

午後２時３０分～４時３０分

持ってくるもの： 母子健康手帳、

コップ、歯ブラシ

※ 口腔衛生センターに申し込みが必要です。

問 口腔衛生センター（東巌城町あ２２－５４７２）

● Baby&Mother 母子保健
問保健センター（伯耆しあわせの郷内 あ２６－５６７０／い２６－５６６０）

認知症支援相談室への直通

電話を開設しました

あ２４－５４１６

（認知症支援相談室　本庁舎１階）

お気軽に
　ご相談を

うちも
そうよ

～ ○○なのよね～
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「
自
分
ゴ
ト
」で
い
い
じ
ゃ
な
い
！

　
去
年
、
予
想
以
上
に
賑
わ
っ
た
「
セ
キ

ガ
ネ
温
泉
手
づ
く
り
文
化
祭
」。
２
回
目

と
な
る
今
回
は
「
お
〜
い
、
今
年
も
や
る

で
！
」と
銘
打
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
完
璧
さ
を
求
め
る
よ
り
も
「
自
分
が
出

来
る
こ
と
、
や
っ
て
み
た
い
こ
と
」＝「
自

分
ゴ
ト
」
を
極
め
よ
う
！
と
、
手
づ
く
り

に
と
こ
と
ん
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

　
文
化
祭
は
ま
さ
に「
自
分
ゴ
ト
」で
挑
戦

す
る
場
所
。楽
し
む
気
持
ち
と
一
緒
に「
自

分
ゴ
ト
」
が
い
ろ
ん
な
人
に
広
が
っ
て
、

た
く
さ
ん
の
人
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

一
人
一
人
の
積
み
重
ね

　
イ
ベ
ン
ト
が
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
う
様

子
は
絵
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

　
そ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
、
多
く
の
人
の

努
力
の
積
み
重
ね
が
あ
る
ん
で
す
。
今
回

も
、
文
化
祭
の
チ
ラ
シ
完
成
ま
で
、
露
天

風
呂
の
屋
根
が
杉
皮
で
復
活
す
る
ま
で
…

と
、ど
こ
を
と
っ
て
も
物
語
は
い
っ
ぱ
い
。

個
性
が
集
ま
っ
て
渦う

ず

を
つ
く
る

　
準
備
を
進
め
る
う
ち
に
、
一
緒
に
地
域

の
こ
と
を
考
え
て
く
れ
る
仲
間
が
増
え
ま

し
た
。
一
人
ま
た
一
人
と
集
ま
り
、
日
に

日
に
大
き
な
渦
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
や
メ
リ
ッ
ト
が
違

う
中
で
、
次
第
に
協
力
し
て
で
き
る
こ
と

も
増
え
ま
し
た
。「
こ
れ
は
私
が
や
っ
て

あ
げ
る
」「
あ
れ
は
○
○
さ
ん
が
で
き
る

よ
」っ
て
あ
ち
こ
ち
で
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　
こ
う
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の「
自
分
ゴ
ト
」が

誰
か
の
役
に
立
っ
た
り
、
誰
か
を
喜
ば
せ

た
り
す
る
と
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
少
し
ず

つ
楽
し
く
変
化
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
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「
山
陰
地
域
フ
ィ
ー
ル
ド
体
験
学
習
」成
果
発
表
会

　
国
際
文
化
交
流
学
科
１
年
生
の
授
業
の

一
つ
で
あ
る
「
山
陰
地
域
フ
ィ
ー
ル
ド
体

験
学
習
」で
は
、山
陰
地
域
の
文
化
・
歴
史
・

産
業
・
自
然
な
ど
を
学
び
、
地
域
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
み
つ
ぼ
し
踊
り
、
因
幡
の

傘
踊
り
、
因
州
和
紙
、
和
太
鼓
、
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、「
地
域
の
伝
統
文
化
の
保
存
継
承
」

に
着
目
し
た
体
験
型
の
調
査
活
動
を
行

い
、
９
月
２０
日（
土
）に
、
そ
の
成
果
発
表

会
を
行
い
ま
し
た
。

　
発
表
会
は
、
学
生
に
よ
る
演
技
発
表
と

口
頭
発
表
と
い
う
二
部
構
成
で
行
わ
れ
、

第
一
部
の
演
技
発
表
で
は
、
学
生
た
ち
が

習
得
し
た
技
能
を
、
ス
ラ
イ
ド
の
発
表
や

実
演
と
い
う
形
で
披
露
し
ま
し
た
。

　
第
二
部
の
口
頭
発
表
で
は
、
調
査
結
果

を
ス
ラ
イ
ド
に
ま
と
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝

統
文
化
に
つ
い
て
調
べ
た
こ
と
や
、
実
際

の
体
験
を
通
し
て
わ
か
っ
た
こ
と
、課
題
、

提
案
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

来
場
さ
れ
た
一
般
参
加
者
と
と
も
に
活
発

な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
人
か
ら
は
、「
学
生
た
ち
が

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
に
感
心
し

た
」、「
地
域
の
伝
統
芸
能
に
つ
い
て
知
ら

な
い
こ
と
が
多
い
と
気
づ
か
さ
れ
た
」
と

い
う
感
想
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
、
新
た
な
道

を
開
い
て
ほ
し
い
」
と
い
う
期
待
の
声
も

あ
り
ま
し
た
。

　
体
験
学
習
を
通
じ
て
、
学
生
た
ち
は
地

域
理
解
を
深
め
る
と
同
時
に
、
積
極
性
や

主
体
性
、
探
求
心
を
身
に
つ
け
た
よ
う
で

す
。
１０
月
に
開
催
さ
れ
た
大
学
祭
に
お
い

て
も
、
演
技
の
披
露
と
調
査
成
果
の
展
示

を
行
い
ま
し
た
。

 問 

鳥
取
短
期
大
学
総
務
課（
あ
26
ー
１
８
１
１
）

No.
7777777777777

関金温泉若女将（地域おこし協力隊）

ブログ「せきがね時間」も更新中!
 ameblo.jp/sekiganeonsen-
wakaokami

率直な意見交換

和太鼓の演技

元老舗旅館の露天風呂は今

年も足湯になりました

盛況だった文化祭。参加者全
てに感謝です。

地元中学生がラジオに挑戦

セキガネ初心者にも優しい

パネル展
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◇
○ ◇ △
□
○ ◇

１１月の開館日
カレンダー

日月火水木金土

１
休館日： ４日、１０日、１７日、２５日

資料整理休館日：２７日

○おはなしかい（１１：００～）倉
◇ あかちゃんのおはなしかい
（１１：００～）倉

□むかし話をきく会（１１：００～）倉
△おはなしかい（１０：３０～）関

２３４５６７８

９１０１１１２１３１４１５

１６１７１８１９２０２１２２

２３２４２５２６２７２８２９

３０

問市立図書館（あ47―1183/い47―1180）
せきがね図書館（あ/い45―2523）

●Library 市立図書館

問（あ22―4409/い22―4415）

●museum倉吉博物館

１１月の休館日

４日（火）、５日（水※臨時休館）、１７日（月）、２５日（火）

自然ウォッチング「天神川のサケをみよう」

　天神川に遡
そじょう

上してくるサケの観察会です。

　孵
ふ か

化から産卵するまでのサケの一生について解説

を聞いたあと、実際に川辺からサケを観察します。

とき：１１月１６日(日)午前１０時～１１時３０分

ところ： 天神川右岸河川敷（小田橋東詰より河川敷

に降り、上流へ約８００ｍ）

※会場にトイレはありません。

※事前申込・参加費は不要です。

倉吉博物館講座⑨ 

「弥生人の奥
おくつ

津城
き

～四
よすみとっしゅつがたふんきゅうぼ

隅突出型墳丘墓～」

　高城地区にある国史跡「阿
あ み だ い じ

弥大寺墳丘墓」を取り上

げ、弥生人のお墓(奥津城)について解説します。

とき：１１月２９日(土)午後１時３０分～３時

ところ：高城公民館

※事前申込・参加費は不要です。

【今月のオススメ本】

「しにがみさん」

野村たかあき／作・絵

柳家小三治／原作（教育画劇）

　お金がなくて困っている男が、

しにがみさんから仕事を世話して

もらいます。ところが、男は自分

の寿命とお金を交換してしまい…。

　怖いけどおもしろい。大人も子

どもも楽しめる絵本です。

【今月のイベント】

柳家三
さんざ

三☆子どものための落語会

　いきいきとした江戸を感じる三三落語を、小中学

生向けに開催します。

とき：１２月２１日（日）午前１１時～１１時４５分

ところ：交流プラザ　視聴覚ホール

引換券料金： 小・中学生５００円

同伴者（高校生以上）１，０００円
※引換券をご購入ください。引換券は無くなり次第終了します。

「ビジネス情報相談会」　※事前申込必要

　ビジネスシーンで課題に直面しお困りの人に対

し、図書館司書がマーケティング調査資料やデータ

ベースなどを活用し、解決のお手伝いをします。

とき：１１月１９日（水）午後１時～３時

ところ：交流プラザ　第２研修室

相談員：市立図書館司書・鳥取県立図書館司書

カウンセラーによる「こころの相談会」

　日ごろ気になっている悩みや困りごとをカウンセ

ラーに話してみませんか？

とき：１１月２３日（日）午前９時３０分～午後４時

ところ：交流プラザ　第１研修室

相談員：産業カウンセラー
※秘密厳守します。事前申込が必要です。相談無料。

問ライフサポートセンターとっとり（あ０１２０－８２－５８５８
／い０８５７－３２－５４５４）

交流プラザ第２研修室の相談会　※事前申込必要

特許情報相談会（無料） １１月１８日（火）午後１時～４時

起業・経営なんでも相談会１１月２３日（日）午後１時～５時

就農相談会 １２月７日（日）午前１０時～午後３時

昨年の観察会の様子

弥生人の奥津城・阿弥大

寺墳丘墓（下福田）▼

　約２，０００年前、

弥生時代後期に伯耆地

方を中心に分布を広げ

た「四隅突出型墳丘墓」

は、上から見た形が四

角形で、その四隅が突

き出ていることからこ

の名前がつきました。

　山陰地方や北陸地方

などで地域の有力首長

の墓として築かれたと

考えられています。
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～青少年の森　地元小学校が初の栗拾い体験学習～

森に広がる秋の味覚にびっクリ！
９月３０日（火）

　秋空の下、上北条小学校１・２年生など５９人が、地域の

自然とのふれあいを目的に、地域のボランティアや保護者と

小田山にある「青少年の森・市民交流の森」の実のなる樹木広

場で「栗拾い体験学習」を行いました。児童たちは、大小様々

な栗の実を拾いながら「こんな大きな栗は見たことない！」と

大きな声を上げながら秋の実りを満喫。この森は、上北条地

区振興協議会「青少年の森」整備事業実行委員会と倉吉市との

協働により、里山の整備・管理を行っているものです。

～廣川グループ 廣川仁会長より寄附～

倉吉市の産業振興へ１億円
９月２６日（金）

　廣川仁会長（廣川株式会社（大阪市））が倉吉市へ寄附金１億

円を寄贈。石田市長を訪問した廣川会長は「生まれ育ったふ

るさとの発展に役立つことを、と思っていた。市の振興に利

用してほしい」と語り、石田市長は「廣川グループには、昭和

６２年の株式会社エースパック、平成２５年の廣川マテリア

ル株式会社の西倉吉工業用地への進出など、市の産業振興に

多大な尽力をいただいている。寄附金は、会長の意に沿うよ

う市の発展のために活用したい」とお礼を述べました。

～特別展 人間国宝 大坂弘道展～

細密な装飾に魅せられて
１０月１１日（土）

　倉吉市出身の木工芸家で人間国宝である大坂弘道さんの特

別展が倉吉博物館で開催。これに合わせ大坂さんは倉吉市へ

作品１０点などを寄贈。開幕初日に県内外から集まった多く

の人は、大坂さんの解説を受けながら、独自の研究と創作活

動による細やかな技法を駆使した作品に見入っていました。

木、金属、象牙など複数の素材の細片で装飾された正倉院宝

物復元模造品「紫
したんもくがのはこ

檀木画箱」（昭和６１年）から近作まで約７０

点が並ぶこの展示は、１１月３日（月・祝）までの開催です。

TEL0858-22-5551 営業時間 あさ9時～よる7時（木曜定休）

2014.11（22）



～オクトーバーフェスト in 明倫地区～

地域資源のマッチングでにぎわいを
１０月１８日（土）、１９日（日）

　河原町を中心に行われている「地蔵縁日」と、河原町出身

でキリンビール創始者の磯野長蔵氏の顕彰を合わせた「オク

トーバーフェストin明倫地区」が２日間にわたって開催され、

磯野長蔵記念館や手作り小物ワークショップ、キリンビール

コーナー、朝採れ新鮮野菜市などの出店が河原町通りに並び、

大勢の人でにぎわいました。主催した倉吉商工会議所の山本

由美さんは、「磯野さんと地域をつなぐこのイベントが今後

の空き店舗などの有効活用につながれば」と話しました。

～倉吉市市民大茶会～

和
なご

んでええあんばいだっ茶
ちゃ

！
１０月１２日（日）

　すがすがしい秋晴れの空の下、飛龍閣（打吹公園内）や成徳

小学校など赤瓦周辺の４か所を会場に市民大茶会が開催さ

れ、市内外から訪れたのべ１，０００人以上の人が、日本の

茶の湯文化を体験しました。市民大茶会は、細かい作法を知

らなくても気軽にお茶を楽しみながら、日本の伝統文化に触

れることができます。参加した人々は、お茶を味わいながら

家族や友人と語らったり、体験コーナーでは自分でお茶を立

ててみたりと、風情あるくつろぎの時間を過ごしました。

～鳥飼家住宅一般公開～

庄屋の暮らしはどうでし
・ ・ ・ ・ ・

ょうやぁ
１０月１９日（日）

　江戸時代の庄屋 鳥飼家の特別公開が行われました。この日

は囲炉裏に火が入り、高い屋根裏へと白煙が上がる様子が、

かつての庄屋の暮らしを垣間見せました。屋外で行われた、

わら細工体験では、のどかな秋の日差しの中、子どもから大

人まで、わら打ちから縄をない、オリジナルのしめ縄作りを

楽しみました。鳥飼家住宅は昭和４９年に鳥取県指定保護文

化財、平成８年に県民の建物１００選となり、平成３年に解体、

関金町大鳥居から現在の関金宿に移築、復原されています。
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歴
史
と
伝
統
に
触
れ
て
育
つ

　
４
０
０
年
前
に
伯
耆
国
倉
吉
に
入
封

さ
れ
、
倉
吉
が
終
え
ん
の
地
と
な
っ
た

里
見
忠
義
公
と
そ
の
家
臣
た
ち
の
魂

を
鎮
め
る「
倉
吉
せ
き
が
ね
里
見
ま
つ

り
」、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
続
き
、
市

の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る「
関
金
御
幸
行
列
」
―
歴
史
と
伝
統
を

大
切
に
受
け
継
ぐ
こ
れ
ら
の
行
事
に

は
、
地
域
の
子
ど
も
も
重
要
な
役
割
を

持
っ
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
地
域
の
行
事
に
関
わ
り

な
が
ら
育
っ
た
人
が
、
将
来
に
わ
た
っ

て
地
域
活
動
を
支
え
、
そ
れ
を
次
の
世

代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
で
、
関
金
の
伝

統
や
文
化
が
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き

た
の
で
す
。

未
来
に
受
け
継
ぐ
た
め
に

　
人
口
減
少
の
影
響
や
生
活
の
変
化
に

よ
っ
て
、
行
事
に
参
加
で
き
る
子
ど
も

も
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
状
況
の
中
で
、
子
ど
も
と
地
域

が
関
わ
る
機
会
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し

て
い
く
の
か
が
課
題
と
し
て
浮
か
び
上

が
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
子
ど
も
が
楽
し
み
な
が
ら

参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
作
ろ
う
と
考

え
ら
れ
た
の
が
、「
せ
き
が
ね
キ
ッ
ズ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」で
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
プ
ラ
バ
ン
工

作
や
段
ボ
ー
ル
迷
路
、
キ
ッ
ズ
カ
フ
ェ
、

ち
く
わ
作
り
体
験
な
ど
、
様
々
な
コ
ー

ナ
ー
を
遊
び
尽
く
す
の
が
楽
し
み
の
ひ

と
つ
。
各
コ
ー
ナ
ー
は
、
青
少
年
育
成

協
議
会
や
児
童
館
の
生
徒
、
地
域
の
人

が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
と
な
り
、
運
営
し
て

い
ま
す
。

　
お
い
し
そ
う
な
匂
い
に
引
か
れ
、
く

ら
す
け
く
ん
が
や
っ
て
き
た
の
は「
ち

く
わ
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
」。
地
元
か
ら

提
供
し
て
も
ら
っ
た
魚
の
す
り
身
を
コ

ン
ロ
で
あ
ぶ
り
、
焼
き
た
て
の
ち
く
わ

を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
く
ら
す
け
く
ん
は
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

や
キ
ッ
ズ
カ

フ

ェ

で

も

会
場
を
盛
り

上

げ

ま

し

た
。
思
い
出

に
残
る
一
日

に
な
っ
た
で

し
ょ
う
か
？
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●倉吉市の人口●

（住民基本台帳）

男：23,289人（－ 14）

女：26,043人（－ 8）

計：49,332人（－ 22）

20,567 世帯（＋ 3）

（H26.9.30現在）

遊んで食べて　ふるさとで育つ
せきがねキッズフェスティバル（１０月１１日（土）、関金総合文化センター）

　くらすけくんも参戦！駅伝や相撲、縄跳びに挑戦
する「ゆるキャラ」たちの勇姿をぜひご覧ください。
【１１／８（土）】
鳥取砂丘、鳥取駅前（バード・ハット）
【１１／９（日）】
鳥取砂丘こどもの国

第
２６
回
倉
吉
市
公
民
館
ま
つ
り

■
作
品
展
示（
倉
吉
未
来
中
心
ア
ト
リ
ウ
ム
）

【
と
き
】１２
月
４
日（
木
）〜
６
日（
土
）午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
７
時（
最
終
日
の
み
４
時
３０
分
ま
で)

■
舞
台
発
表 （
未
来
中
心
大
ホ
ー
ル
）

【
と
き
】１２
月
６
日（
土
）正
午
開
場
／
午
後
１
時
開
演

【
ゲ
ス
ト
出
演
】倉
吉
東
高
等
学
校
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
吹
奏
楽
隊

昨年の様子

▲ キッズカフェをのぞき込むく
らすけくん。何かに似ている？

開
戦！

　

取
材
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
ど
う
し

て
も
し
め
縄
が
作
り
た
く
な
り
挑
戦
。

２
時
間
に
及
ぶ
苦
戦
の
末
に
完
成
。

お
正
月
の
準
備
は
万
端
で
す（
Ｅ
・
Ｍ
）

　

秋
の
イ
ベ
ン
ト
ラ
ッ
シ
ュ
で
取
材
に

行
く
私
達
も
出
演
す
る
く
ら
す
け
く
ん

も
大
忙
し
で
し
た
。
秋
は
も
う
少
し
だ

け
続
き
ま
す
。フ
ァ
イ
ト
で
す
。（
Ｙ
・
Ｎ
）

　

紙
面
に
掲
載
で
き
な
か
っ
た
イ
ベ

ン
ト
な
ど
は
、
市
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
な
ど
で
紹
介
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い（
Ｔ
・
Ｆ
）


